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維持管理
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遮る

滋賀県の公共建築物等における木材の利用の促進
②太陽光発電

誘引効果を利用した自然換気①自然通風

ステップ 説明エコアイテム

30kWの太陽電池パネルを屋根に設置。

Low-eペアガラスを採用し、窓から熱負荷を削減
日射遮蔽（屋根の出を最適化）

空調空気を共用部分に供給し、余剰熱を効果的に利用
直射日光を遮蔽し、夏場の日射負荷を軽減

蒸散効果を活用し、屋根面からの熱負荷抑制

⑨カスケード空調
⑧ライトシェルフ

地中の熱を空調に利用します。⑪地中熱ヒートポンプ
居住域空調、全熱交換器⑩アリーナ空調の高効率化

④断熱材50mm  外壁の断熱材を50mmの発泡ウレタン

⑦庇・ルーバー
⑥エコガラス
⑤屋上緑化

⑫節水型衛生器具 6L大便器など
⑬雨水利用 イベント時の便所洗浄水に利用
⑭高効率給湯器
⑮高効率照明器具
⑯人感センサ 人感センサにより電気のつけっぱなしを防止
⑰昼光センサ、自然採光

潜熱回収型給湯器、HP給湯器　　
LED、蛍光灯Hf型（高出力型）を採用

③地域材利用

自然採光と昼光センサを組み合わせ、昼間の照明電力を削減
⑱計量設備 電力量、水使用量などを計量し、運用へフィードバック

減らす

2,370

30%
削減

17%
削減

年間1800 万円減

光熱水費 [円･ｍ2/年 ]

ライフサイクルコスト [円 /m2年 ]

1,508 354

1,642 835 213

24%
削減

LCCO2 [kg-CO2/m2年 ]

4,232 円･ｍ2/ 年

2,923 円･ｍ2/ 年

活かす

建設発生土

▽1FL

建物周辺への盛土
1.0m

0.5m浸水ライン
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避難所避難所

マンホールトイレマンホールトイレ

防火樹林帯防火樹林帯

広場広場

駐車場駐車場小学校・幼稚園小学校・幼稚園

福満公園、コンビニ福満公園、コンビニ

連携連携
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更衣更衣

防災備蓄倉庫防災備蓄倉庫

救護・災害対策室救護・災害対策室

自家発電室自家発電室

・近隣の⼩学校、公園、病院、消防本部などとの連携を
⾏い、地域における都市防災拠点として計画します。

・隣接する城南⼩学校は避難所として指定されており、
備蓄倉庫や炊き出し広場など防災機能の連携のほか、
プールを災害時の⽔源として共⽤します。

・外部からの⽀援物資搬送ルートはくすのき通りを経由
すると想定されるため、市⺠広場を物資受給エリアと
して利⽤します。

・⽇常は各種イベントに⽤いるお祭り広場は災害時には
炊き出し広場として、福満公園やコンビニと連携をと
れる配置とします。

・避難場所として周囲からの延焼を防ぐ防⽕樹林帯を敷地
周囲に設けます。

本施設が、彦根市の⼈々に「永く親しまれる施設」となることを⽬指して計画にあたり
ます。資源の循環利⽤、省エネルギー、⻑寿命化、更新のしやすさなど様々な配慮によ
り、ライフサイクルコストを低減できる計画とすることで経済性と快適性のバランスの
取れたサスティナブルな施設の整備を⽬指します。

・屋根・外壁は⾼断熱材料を、開⼝部にはLow-eガラスを採⽤します。外壁は住宅への視線制御
に配慮し、開⼝位置、⼤きさを適切に調整し、熱負荷を抑えることで空調負荷を抑制します。

・下表のエコアイテムの選定は彦根市の気候を考慮し、環境配慮効果の⾼い技術とイニ
シャルコストのバランスに配慮した計画を提案します。

・効率的なエコアイテムの採⽤と維持管理への配慮により、標準的な同規模の体育館と
⽐較して年間光熱⽔費を約30％、ライフサイクルコストを約17％、ライフサイクル
CO2を約24％縮減できる試算です。

・メインアリーナは、拘束リングをライトシェルフとしてや
わらかな間接光を採り⼊れた均⼀な視環境をつくり、照明負
荷の縮減を図ります。効果的な採光⽤開⼝部を限定して、競
技⼤会やイベントの際には容易に遮光できるよう検討しま

・中間期には⾃然通⾵を積極的に活⽤します。重⼒換気と併せて外壁開⼝の⾓度をコン
トロールし、北北⻄・南南東の卓越⾵に配慮した通⾵計画を提案します。

・⼤空間であるアリーナの空調は、競技エリア・観客席等の居住域のみを効果的に冷暖房
する計画とします。夏季及び冬季には安定した温度である地熱を利⽤して外気温度を調整
し空調機の熱負荷を縮減します。

▮　屋根 ・外壁 ・開⼝部の⾼断熱化 ・⽇射制御

▮　周辺施設との連携

・地中ピットは空調、給排⽔に必要な最⼩限範囲として掘削⼟量を減らします。発⽣⼟を
   外構⼯事などに有効利⽤して全量場内処分を⾏い、残⼟処分によるコストを縮減します。

▮　ムダを省き⼯事費削減に寄与する掘削計画

・フラットデッキスラブ型枠、先組み鉄筋トラス付型枠床板⼯法、地中基礎のラス型枠⼯法、
客席段床のPC化など⼯期短縮とともに現場経費を縮減できる⼯法を検討します。

▮　現場作業省⼒化による経費削減

・更新性や修繕に配慮した汎⽤性の⾼い耐久性に優れた材料、機器選定、清掃性に優れ
た汚れにくい仕上や納まりを採⽤することで⻑寿命化を図り維持管理費を縮減します。

・照明や吊物機構のメンテナンスを考慮した点検歩廊やバルコニーを設置します。
・同種施設の豊富な維持管理データを基に維持管理コストを試算し計画へフィードバックします。

▮　維持管理コストの縮減

▮　環境と維持管理への配慮を⾏うことでライフサイクルコストを 17％縮減

延床⾯積　約 11.500 ㎡　　⽬標建設⼯事費54億円　

・事業継続マネジメント計画（BCMP）の観点から、災害
時に優先して復旧すべき設備を特定、⽬標復旧時間を
設定し、設備計画に反映します。

・⾮常⽤発電機は72時間稼働できる⻑期型とします。
太陽光発電と合わせてトイレ、事務室等の照明、コン
セントに電⼒を供給します。

・⾬⽔貯留槽は中⽔利⽤システムとし、災害時のトイレ
洗浄⽔を確保します。下⽔道本管破断に備えてWC下
ピットを緊急汚⽔槽として計画します。

・⾷糧等の備蓄に対応し、飲料⽔の⽔源については耐震
性貯⽔槽や防災⽤浄⽔機の採⽤を検討します。

・公園内にはマンホールトイレやかまどベンチの設置など
災害時のインフラ検討を⾏います。

・計画地は洪⽔浸⽔想定⾼さが50㎝未満です。建設発⽣⼟
を有効活⽤し、駐⾞場は地盤⾯より50㎝、体育館１階床
レベルは１ｍ⾼くして、⽔没に対する安全性を⾼めます。

▮　⽔没しない床レベルの設定

▮　⻑期避難場所としての災害時機能を発揮 ▮　⾃然採光を活かした明るい体育館

・⾃然エネルギーを積極的に利⽤し、効果的にパッシブデザイン
を実現するため、⾃然採光や⾵の流れを建築計画に合わせた
環境シミュレーションにより検証し、再⽣可能エネルギーを
活⽤した最適な環境を実現します。

▮　環境シミュレーションによる⾃然エネルギー活⽤

▮　中間期の⾃然通⾵

▮　⼤空間の局所冷暖房

市民の安全を見守るコンパクトなサスティナブル総合体育館

市民の生活をサポートする施設

彦根市民の安全の拠点
環境や地域の歴史・文化に配慮した施設

自然の力を有効に活用する施設づくり
工事全般に係るイニシャルコストおよびランニングコストの低減に対する考え方

建設費や維持費の低減をめざした施設づくり

競技面高さ
12.5ｍ

興業時吊物対応
必要高さ16m

アーチ構造

テキスタイルアーチ
（今回提案）

梁せい2.5m

梁せい1m

一般的なトラス構造
建物高さを抑えて
周囲の景観に配慮

隣地への日影/
圧迫感を軽減

・周辺環境に配慮したコンバクトな体育館を
実現する架構として、滋賀県の伝統産業で
ある織物から着想を得たテキスタイルアーチ
システムを提案します。このシステムは、
格⼦状にアーチトラスを構成することで、
シェル構造とトラス構造の利点をあわせ持つ
架構です。

・耐震重要度係数1.25を確保し、多⼈数が集う
場として⼗分な強度を備えます。

・平⾯計画に応じて積極的に耐震壁を配置
し、地震時の躯体の変形を⼩さくすること
で、仕上材等⼆次部材の損傷を抑えます。

・災害時の⼆次部材の落下などによる事故防⽌
に配慮します。アリーナは美観に優れた⾻組
みを現しとすることで、天井材を設けない
計画とします。また照明・吊物等は落下を
防⽌する設計とします。

▮　強度型耐震構造

▮　建物⾼さを最⼩限にする屋根システム耐震性・経済性を両立した安全・安心な構造計画

・テキスタイルアーチシステムは主に、安価な
⼀般流通鋼材のボルト接合により構成可能で
あり、加⼯性・施⼯性を⾼めることができま
す。ボルト接合部は客席から⾒えないよう、
美観に配慮しディテールを⼯夫します。

・屋根鉄⾻架構が1階床から⽴上がるため、コ
ンクリート⼯事に先⾏して鉄⾻⼯事を進める
ことで、⼯程の効率化が可能です。

・トラス、シャトルコラムは⼯場製作が可能な
⼤きさとします。架設時は地組を⾏い、最⼩
限の仮設⽀柱を設けてコストを縮減します。

▮　加⼯性 ・施⼯性に配慮しコストを縮減

・1階床から鉄⾻造の⼤きなアーチを架け渡し、
アーチ1階部分はSRCとして堅固な脚部を作
ります。更に、アーチを2階床とランニング
⾛路屋根との2つのスラブで拘束すること
で、アーチ効果を⼗分に発揮させ、少ない
鋼材量で剛性の⾼い屋根を形成します。

・アーチの端部は分節化し、杼形の分岐柱（シャ
トルコラム）として屋根を軽快に⽀えます。

・軸⼒が⽣じる下弦アーチ材は、部材をダブル
で配置し、効率的な補剛材配置により座屈
を制御します。

・最適な部材配置が⽣み出す端正な屋根架構
は、競技のしやすさを重視しながら、彦根
市にしかない・市⺠に親しまれるスポーツ
空間を演出します。

市民の生活をサポートする施設　工事全般に係るイニシャルコストおよびランニングコストの低減に対する考え方

解析結果（鉛直荷重時変形図）解析結果（鉛直荷重時変形図）解析結果（鉛直荷重時変形図）

周辺への圧迫感を軽減する断面イメージ周辺への圧迫感を軽減する断面イメージ周辺への圧迫感を軽減する断面イメージ

適材適所の構造種別適材適所の構造種別適材適所の構造種別

PRC 梁PRC 梁PRC 梁
遮音性に配慮して RC遮音性に配慮して RC遮音性に配慮して RC1 階：RC造 , 2 階：鉄骨造1階：RC造 , 2 階：鉄骨造1階：RC造 , 2 階：鉄骨造

耐震壁耐震壁耐震壁

拘束リング拘束リング拘束リング
メイン
アリーナ
メイン
アリーナ
メイン
アリーナ

サブ
アリーナ
サブ
アリーナ
サブ
アリーナ

多目的
ホール
多目的
ホール
多目的
ホール

EXP.JEXP.JEXP.J

鉄骨架構鉄骨架構鉄骨架構

システム概念図システム概念図システム概念図

テキスタイルアーチ部材配置テキスタイルアーチ部材配置テキスタイルアーチ部材配置
溝形鋼トラス
弊社事例

溝形鋼トラス
弊社事例
溝形鋼トラス
弊社事例①①

③　③　
④　④　

②　②　
①　①　

④④

②②

③③

上弦材 : H-200×200上弦材 : H-200×200

下弦材 : 2[-150×75下弦材 : 2[-150×75

ラチス材 : φ139ラチス材 : φ139
シャトルコラム : B.BOX-600~300×200シャトルコラム : B.BOX-600~300×200

拘束拘束拘束
スラストスラストスラスト

2方向アーチ2方向アーチ2方向アーチ

スラストスラストスラスト

拘束拘束拘束

織物・シャトル織物・シャトル織物・シャトル

拘束リング拘束リング

マンホールトイレマンホールトイレ

防災機能の地域連携ネットワーク防災機能の地域連携ネットワーク防災機能の地域連携ネットワーク

長期避難場所としての機能配置長期避難場所としての機能配置

建設発生土の盛土利用建設発生土の盛土利用 環境に配慮したアリーナ断面イメージ環境に配慮したアリーナ断面イメージ

自然採光体育館弊社実績例自然採光体育館弊社実績例

明るさ感シミュレーション例明るさ感シミュレーション例

かまどベンチかまどベンチ

↑明

　適
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適切な輝度


